
クラス担任のための
特別編集

上記ほか２校の事例を『キャリアガイダンス』No.32に掲載しています。『キャリアガイダンス』誌は各高校の校長、教頭・副校長、進路指導部の先生方に無料でお届けしています

教
室
を
飛
び
出
し
た
体
験
活
動
に
よ
っ
て
、生
徒
は
大
き
く
成
長
す
る
。

よ
り
効
果
的
に
体
験
学
習
を
実
施
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

家族のために食事を作る宿題は
レポート提出で「気づき」を掘り起こす

　麻布高校の生活総合（家庭科）では、１学年に夏休みの宿題「家族のための食事作り」を課している。普段作
ってもらう側の生徒が、誰かのために食事を作ることで、思いやりを育み、いつも作ってくれる人への感謝と尊厳に
つながる。まさにそれが自立の第一歩になると考え、97年度より続けている。実際に作ったことで何を感じ、何に気
づいたかを咀嚼し、経験として意識づけさせるため、レポート提出は必須。所定の用紙を用意し、「献立名」「食事
内容の栄養分類」「工夫した点」「反省・感想」に加え、「家族の感想」（自筆必須）と写真を添付させている。食事
づくりは家で気軽にできることなので、クラス単位の体験課題として
取り入れてみてはどうだろうか。

● 献立作成から片付けまですべて自分でやることを義務づける
● 家族に感想を書いてもらうことで家族を巻き込む
● 体験を自身の中に定着させるため必ず写真付きレポートを提出させる

［東京・私立麻布高校］

会いたい大人に会って話を聞いてくる。
教師は「見守る」に徹することがポイント

　宮城学院高校の現代社会科目では、１学年の夏休みに「はたらく人にインタビュウ」という課題を出している。会
いたい「働く人」を自力で探し、アポを取って話を聞きに行き、レポートにまとめるというもの。１学期に課題を告知し、
夏休み直前、改めて課題内容をまとめたプリントを渡すが、具体的な事前指導はあえて行わない。あくまで生徒の自
主性にまかせる。中には、家族の紹介だからと電話でアポを取らず直接会いに
行って叱られたり、要領の得ない電話をかけていきなり切られたりする生徒もい
る。しかし、それもまた貴重な経験。きわめて自由度の高い宿題だが、「この体験
が社会との接点の始まりとなり、自分と社会との関係を考えるきっかけになれ
ば」と同校は考えている。

● 事前指導では課題意図をしっかり伝えるだけ
● 必要以上の事前指導、本番フォローはしない
● 評価ポイントは「どれだけ人と向き合ったか」

［宮城・私立宮城学院高校］

さ
こ
い
祭
り
へ
の
参
加
」を
実
施
し
た
伊
野
商

業
高
校
の
大
原
先
生
は
、「
最
初
は
生
徒
同
士
、

な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、放
っ

て
お
い
た
ら
、い
つ
の
間
に
か
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま

れ
、練
習
を
休
む
子
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
本
番
に
向
け
て
の一
体
感
も
自

然
に
出
て
き
ま
し
た
」

　

教
師
が
主
体
と
な
っ
た
ほ
う
が
効
率
は
い
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、生
徒
の
達
成
感
が
ま

っ
た
く
違
っ
て
く
る
と
言
う
。

 

「
達
成
感
を
味
わ
っ
た
子
た
ち
は
、や
れ
ば
で
き

る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
体
で
わ
か
る
ん
で
す
。す

る
と
次
か
ら
難
題
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、あ
き
ら
め

な
く
な
る
。
こ
の
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
が
生

き
る
力
に
な
る
」（
大
原
先
生
）。

　

宮
城
学
院
高
校
の
吉
田
先
生
も
、生
徒
の
自

主
性
に
ま
か
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

 

「
正
直
、『
見
守
る
』と
い
う
の
は
教
師
に
と
っ
て

し
ん
ど
い
こ
と
で
す
。イ
ン
タ
ビ
ュー
を
し
た
い
人

に
な
か
な
か
ア
ポ
が
取
れ
な
く
て
戸
惑
っ
て
い
る

生
徒
を
見
る
と
、じ
れ
っ
た
く
て
つ
い『
こ
う
し

な
さ
い
』と
言
い
た
く
な
る
。で
も
、そ
こ
を
じ
っ

と
我
慢
し
て
、本
人
に
や
ら
せ
る
。失
敗
も
ま
た

貴
重
な
体
験
だ
か
ら
で
す
」

書
か
せ
る
、褒
め
る
振
り
返
り

　　

何
を
学
ん
だ
の
か
を
言
語
化
す
る
こ
と
で
定

着
を
図
り
、体
験
で
得
た
達
成
感
や
満
足
感
を

い
く
か
ど
う
か
決
ま
る
と
語
る
。

 

「
教
師
が
面
倒
臭
が
っ
た
り
、目
的
意
識
を
も

た
な
い
と
、ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
校
外
学
習
も

形
骸
化
し
て
し
ま
う
。
教
師
が
体
験
の
意
義
を

自
身
の
言
葉
で
し
っ
か
り
語
り
伝
え
る
こ
と
で
、

生
徒
に
も
や
る
気
が
芽
生
え
て
き
ま
す
」

「
乗
り
越
え
る
」仕
掛
け
を
用
意

　

校
外
学
習
を「
次
」に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

は
、「
乗
り
越
え
た
」「
や
り
遂
げ
た
」と
生
徒
自

身
が
自
覚
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
必
要
だ
。
例

え
ば
、伊
野
商
業
高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
、自
分
が
行
き
た
い
会
社
へ
生
徒
が
ア
ポ
取
り

の
電
話
を
し
、そ
の
上
で
1
度
面
接
を
受
け
さ

せ
、会
社
の
許
可
が
出
た
ら
、そ
こ
で
職
業
体

験
で
き
る
と
い
っ
た
流
れ
に
し
て
い
る
。

 

「
い
き
な
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
入
っ
て
も
い
い

の
で
す
が
、面
接
と
い
う
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
置

く
こ
と
で
、生
徒
に
緊
張
感
が
芽
生
え
る
し
、

面
接
に
合
格
し
た
こ
と
で
仕
事
へ
の
責
任
感
も

芽
生
え
る
。
実
際
、面
接
を
取
り
入
れ
て
か
ら

の
企
業
の
評
判
は
上
々
。
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
い
と
言
わ
れ
ま
す
」

生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
す
る

　　

生
徒
の
自
主
性
に
ま
か
せ
る
こ
と
も
大
切

だ
。数
年
前
、夏
休
み
の
体
験
の一
環
と
し
て「
よ

深
く
心
に
残
す
振
り
返
り
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
も

多
く
の
学
校
が
実
践
し
て
い
る
。「
お
も
し
ろ
か

っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
た

め
、１
０
０
０
字
以
上
の
、や
や
長
め
の
レ
ポ
ー

ト
に
す
る
こ
と
や
、設
問
に
工
夫
を
施
す
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
だ
。

　

大
原
先
生
は
振
り
返
り
を
行
う
際
は
必
ず

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
行
動
を
と
に
か
く
褒
め
ま

く
る
そ
う
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
徒
た
ち
は
達

成
感
を
よ
り一
層
高
め
て
い
く
と
い
う
。

教
師
も
仲
間
を
作
る

　

校
外
学
習
は
教
師
に
相
当
な
労
力
を
課

す
。
実
施
の
大
変
さ
を
乗
り
越
え
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
の
一つ
と
し
て
同
僚
の
中

に
、仲
間
を
見
い
だ
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
雑
務
も
多
い
だ
け
に
ど
ん
な
校
外
学
習
も
教

師
一
人
で
は
難
し
い
。
教
師
同
士
の
協
調
精
神

が
不
可
欠
で
す
。
よ
さ
こ
い
祭
り
を
体
験
学
習

に
取
り
入
れ
た
時
は
、生
徒
だ
け
で
な
く
教
師

も
保
護
者
も
た
く
さ
ん
踊
り
ま
し
た
」（
大
原

先
生
）と
言
う
よ
う
に
、仲
間
を
校
内
に
求
め
た

い
。企
画
の
重
要
性
を
話
し
合
っ
た
り
、業
務
を

分
担
す
る
こ
と
で
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
ア
ッ
プ

し
、校
外
学
習
を
教
師
自
身
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
も
楽
し
み
な
が
ら
仕
掛
け
て
い
け
る
は
ず
。

　

東
京
都
・
麻
布
高
校（
東
京
）家
庭
科
で
は
、

下
段
で
紹
介
す
る「
食
事
作
り
」だ
け
で
な
く
、

福
祉
施
設
な
ど
で
の
夏
休
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
し
、生
徒
に
数
多
く
の
経
験
の
場
を
用
意
し

て
い
る
が
、こ
れ
も
最
初
は
家
庭
科
教
員
２
人

体
制
で
開
始
し
た
こ
と
だ
っ
た
そ
う
。

 

「
そ
の
後
、担
当
教
科
の
枠
を
超
え
、賛
同
者
を

増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
保
護
者
の
助

け
も
借
り
つ
つ
、プ
ロ
グ
ラ
ム
数
も
増
や
し
て
い

き
、現
在
は
約
20
。
最
初
か
ら
無
理
と
思
わ
ず
、

声
を
か
け
、で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
や
っ
て
い

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
」（
同
校
家
庭
科
）。

伊野商業高校のよさこい祭り参加風景

2010年9月1日発行

伊野商業高校のよさこい祭り練習風景

生徒のレポートまとめの例

　

本
物
に
触
れ
る
、異
な
る
世
代
と
交
流
す
る

な
ど
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、生
徒
は
社
会
性

を
身
に
つ
け
、人
間
関
係
の
築
き
方
や
、生
き

方
に
対
す
る
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
ん
な
貴
重
な
体
験
の
で
き
る
校
外
学
習
。

実
施
前
、実
施
中
、実
施
後
の
教
師
の
働
き
か
け

方
や
仕
掛
け
、実
施
の
た
め
の
校
内
体
制
を
ど

う
作
る
か
。２
校
の
事
例
と
、多
く
の
体
験
的
な

活
動
を
手
掛
け
て
き
た
、高
知
県
立
伊
野
商
業

高
校
国
際
観
光
科
の
大
原
信
男
先
生
に
よ
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
、ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

教
師
の「
思
い
」を
伝
え
る

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企
業
研
修
に
生
徒
を

送
り
出
す
の
に
際
し
て
、社
会
人
と
し
て
の
あ

い
さ
つ
・マ
ナ
ー
や
時
間
厳
守
、先
方
へ
の
質
問

内
容
な
ど
を
指
導
す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、そ

れ
以
上
に
重
要
な
の
は
、「
な
ぜ
、こ
れ
を
行
う

の
か
」と
い
う
目
的
を
生
徒
の
心
に
刻
む
こ
と
。

事
例
２
の
宮
城
県・
宮
城
学
院
高
校
の
社
会
科

で
は
、夏
休
み
に「
は
た
ら
く
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ウ
」と
い
う
課
題
を
出
し
て
い
る
が
、ア
ポ
の
取

り
方
や
質
問
内
容
は
、参
考
例
を
プ
リ
ン
ト
に

記
す
程
度
で
、手
取
り
足
取
り
の
事
前
指
導
は

行
わ
な
い
。
そ
の
分
、「
な
ぜ
こ
の
課
題
を
み
ん

な
に
や
っ
て
ほ
し
い
の
か
」と
い
う
教
師
の「
思

い
」を
熱
く
話
す
。「
そ
う
す
る
こ
と
で
生
徒
も

納
得
す
る
。
納
得
す
れ
ば
、生
徒
は
自
分
で
動

く
」（
同
校
吉
田
理
先
生
）か
ら
だ
。

　

伊
野
商
業
高
校
の
大
原
先
生
も
、ど
れ
だ
け

教
師
の
思
い
が
深
い
か
で
校
外
学
習
が
う
ま
く

伊野商業高校で実施しているインターンシップ受
け入れ企業での面接

高知県立伊野商業高校
国際観光科／大原信男先生
2003年～07年高知県教育委員
会で商業・就職キャリア教育担当
指導主事。08年同生涯学習課企
画担当チーフを務める。09年より
現職。キャリアコンサルタントとして
現在も各地でキャリア教育に関す
る講演やセミナーを行っている。

生徒のインタビュー取材メモ
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リクルートサービスを活用した指導実践例

　

2
0
0
5
年
に
普
通
科
・
商
業
科
を
ベ

ー
ス
と
し
た「
未
来
創
造
科
」高
校
と
し
て

誕
生
し
た
倉
敷
鷲
羽
高
校
。
生
徒
の
進
路

は
大
学
進
学
か
ら
就
職
ま
で
幅
広
く
、１

年
次
後
期
で
２
つ
、２
年
次
は
４
つ
、３
年

次
に
は
８
つ
の
履
修
モ
デ
ル
か
ら
希
望
進

路
に
応
じ
た
選
択
を
し
て
い
く
。
１
年
次

後
期
に
行
う
校
内
ガ
イ
ダ
ン
ス「
職
業
別

体
験
講
座
」や
、学
校
設
定
科
目「
未
来

創
造
学
」、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
左

図
）な
ど
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
い
、生
徒
の

〝
進
路
創
造
〞を
支
援
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
校
で
は
、今
年
1
月
、最
終
的
な
進

路
の
絞
り
込
み
を
始
め
る
３
年
次
に
向

け
、２
年
次
の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

２
時
間
を
か
け
て
、『
進
学
事
典
』を
使
っ

た
授
業
を
行
っ
た
。
大
学
進
学
希
望
者
は

「
学
問
分
野
選
択
・
決
定
シ
ー
ト
」、専
門

学
校
進
学
希
望
者
は「
仕
事
分
野
選
択
・

決
定
シ
ー
ト
」に
取
り
組
み
、就
職
希
望
者

は
先
生
が
用
意
し
た
複
数
の
求
人
票
を
比

較
す
る
こ
と
で
自
分
が
大
切
に
し
た
い
価

値
観
や
、比
較
の
視
座
、多
様
な
学
校
の

存
在
に
気
づ
く
こ
と
が
目
的
だ
。

 

「『
学
校
比
較
シ
ー
ト
』に
取
り
組
ん
で
、

学
校
に
よ
る
学
費
の
違
い
を
初
め
て
知
っ

た
生
徒
が
多
く
い
ま
し
た
」と
実
施
時
に
２

年
次
を
担
当
し
て
い
た
新
谷
忠
史
先
生
。

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
る
と
、「
学

費
が
高
く
て
び
っ
く
り
し
た
」「
学
校
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」と
い
う
声
が

目
立
っ
た
そ
う
だ
。

志
望
を
明
確
に
言
え
る

生
徒
が
増
え
た

　

進
路
副
課
長
の
近
藤
康
之
先
生
は
ワ

ー
ク
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で「
生
徒
に『
進

路
を
考
え
に
ゃ
い
け
ん
』と
い
う
雰
囲
気
が

広
が
り
、低
き
に
流
さ
れ
て
停
滞
中
だ
っ
た

生
徒
も『
ち
ょっ
と
が
ん
ば
ら
に
ゃ
』と
思
い

直
し
た
様
子
で
し
た
」と
い
う
。
３
年
次
４

月
の
進
路
希
望
調
査
で
は
以
前
と
比
べ
て

調
査
票
に
書
か
れ
る
学
校
名
が
増
え
、「
自

分
の
希
望
を
言
え
る
生
徒
が
増
え
て
い
ま

す
」（
新
谷
先
生
）と
手
ご
た
え
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生徒数／787人（男子350人・女子437人）
未来創造科20学級
進路状況（2009年度）／大学・短大進学44.2％、専各進学31.3％、就職16.2％、その他8.3％
岡山県倉敷市児島味野山田町2301番地
電話／086-472-2888　ＵＲＬ／http://www.washu.okayama-c.ed.jp/

進学事典

倉敷鷲羽高校のキャリア教育の取り組み

進路副課長
近藤康之先生（左）
将来どこでどんな風に自分が輝いていける
のかを考えてほしいと思っています。

１年次主任
新谷忠史先生（右）
お尻を叩いて勉強させたくはありません。
「やりたい」という気持ちが大事ですね。
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「進学事典」学校選び応援号
●発行予定：２学年12月

学校情報を細かく紹介。
項目ごとに比較できる

国公立・私立大学、短大、
専門学校をオールカラー
で見やすく紹介。学問や
仕事をジャンル別に解説
しているページもあり、興
味のある分野から学校を
研究できます。

１
年
次

未来創造学 総合的な学習の時間

2
年
次

3
年
次

未来創造学Ⅰ
「経済を知る」

未来創造学Ⅱ
「インターンシップ」

未来創造学Ⅲ
自己表現
課題研究

1.学校生活／2.仕事調べ／3.学問調べ／

4.自己PR／5.進路選択／6.生き方を考える

／7.就職・進学の選択／8.職業・学問研究

／9.社会人として求められるもの／10.労働

の意味や意義／11.地域の産業や学問／

12.資格や学習目標／13.進路の具体化／

14.具体的目標設定と行動計画／15.自己理

解と実力養成／16.出願とその対策

「総合的な学習の時間」（1～3年次前期）が３年間の進
路指導の基盤となり、「未来創造学」（1～3年次）、「ビジ
ネス基礎（マナー指導／ビジネスとは／ビジネス計算／自
分と仕事）」（1年次）で社会人としての素養を学ぶ。

　授業が下手と悩んでいた、ある先生から相談を受けました。実際に
その先生の授業を拝見してみると、内容的には、決して悪い授業では
ないのです。内容の濃い、面白いことを言っています。でも、残念なことに、声が小さすぎて後ろまで聞
こえていないのです。そこで私は、マイクを持って授業してみるように提案してみました。すると、なんと
それだけで、ちゃんと生徒が集中してくれるようになったそうです。結局、その先生の授業の中身に問
題があったわけではなく、声量が小さかっただけなんです。自分は授業が下手と悩んでいる先生に
は、教材研究が足りないのではなく、発声などの「授業の基本的なスキル」に問題があるケースが、
実は多いのです。そこでまずは、発声練習！　教室って意外に広いですよね。朝から晩まで、後ろの生
徒にきちっと聞こえる声で授業をするのって、結構な技術です。発声練習が苦手だったら、マイクを持つ
などの工夫をしてみる。まずは、ちゃんと最後尾の生徒にまで声が届くように自分を磨いてみてください。
　高校の先生には、大学の先生のようにガンガン板書しながら授業をしていく先生もいらっしゃいます。で
も、板書しながら話すと、今は黒板を写せばいいのか、話を聞いたらいいのか、わからなくなる生徒が多いん
です。特に男子。結婚されている女性の方はわかると思いますが、ご主人が新聞読んでいるときに話しかけて
も、話を全然聞いていないでしょ？　それと同じです（笑）。高校生は、わからない授業にはついてこなくなって
しまいます。そこで、話す時間、板書する時間、生徒が書き写す時間、それらを切り分けて行うことが必
要です。しかも、たいていの生徒の集中力は15分しかもたない。15分話をした
ら、10分板書、次の10分は問題を解くなど、授業のメリハリをつけることが

大切です。

今号のテーマは「進路指導、キャリア教育で今取り組ん
でいること」。それぞれの先生が、今やらなければいけない
こと、最も課題に感じていること、そして自分だからこそで
きることに取り組んでいます。

［回答者］
諸富祥彦（もろとみよしひこ）先生：
明治大学文学部教授、臨床心理士、
教育学博士。全国の悩める教師のた
めのセルフヘルピングやネットワーキ
ングを支援する“教師を支える会”
代表。http://morotomi.net/

新規実習受け入れ
企業の開拓に走りまわりま
す。「不景気で社員の数が減
り、とても実習生の世話なんて
できないよ」とよく言われます
が、熱意で説得します。
（大阪府・49歳）

「現代社会の基礎サ
バイバル知識」のコーナーにあ
るような、一人暮らしのコツやお金
の知識（金融教育）・収入に見合った
生活のコツなどを指導しています。投
資商品が簡単に買える今、必要な
知識ですし、政治経済や商業科
目とのリンクも可能です。
（北海道・34歳）

ここ最近の自己研修
のテーマは教科とキャリア教育
をどう結びつけるかということです。
諸外国の教科書には日本の教科書で
はあまり見られない、現在の勉強内容が
職業とどう結びついているかということ
を詳しく記述しているものがあり、それ

について勉強しています。
（茨城県・33歳 ・育休中）

積極的に話すこ
とができない、いわゆる
「内向型人間」が面接で
高評価を得る方法を研
究・模索しています。
（広島県・45歳）

ピアサポートを通じてコ
ミュニケーショントレーニングを
実施しています。いろいろな人と触
れあい、自己理解、他者理解が深まり、
他人の価値を認めることにより、生き
方、在り方を自然に考えるようになり
ます。学校は人間関係の場である

ことを実感しています。
（静岡県・53歳）

今は自分の気持ち
や意見を素直に相手に
伝える練習をしています。文
章（感想文など）をたくさん書
く練習もしています。
（神奈川県・27歳）

３０代前半までは教
職以外の職に就いており、
会社の合併、専門学校の倒産
を身近に見ることができました。
語り部として教職以外の経験
を授業のなかで伝えています
（愛知県・50歳）

　リクルートでは、私たちの事業や商品・サービスを通じて、地球
環境保全活動の輪を広げ、持続可能な社会を実現したいと考え
ております。この活動方針に基づき、今年度は「リクルート進学情報
サービスのご利用」を、サクラの苗木に還元する取り組みを開始いたします。

●詳しくは、貴校担当スタッフまで　お問い合わせ先：0120-069-096
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